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本
書
の
著
者
鄭
天
挺
氏
は
、
現
在
天
津
の
南
聞
大
皐
歴
史
系
の
数
授
で
、
中

閣
に
お
け
る
清
代
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
す
で
に
八
十
歳
を
超
え
る
高

齢
で
あ
る
が
、
な
お
嬰
鎌
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
昨
一
九
八

O
年
八
月
同

大
拳
で
関
か
れ
た

「明
清
史
園
際
問
学
術
討
論
曾
」
に
お
い
て
は
、
組
織
委
員
舎

の
主
任
委
員
と
し
て
摩
舎
の
運
営
に
震
力
さ
れ
た
と
い
う
。
本
書
の
末
尾
に
自

ら
記
し
て
い
る
一
九
七
九
年
十
二
月
二
十
日
附
の
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

前
年
八
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
際
に
、
替
稿
を
ま
と
め
て
一
書
を
編
す
る
よ

う
に
友
人
等
か
ら
激
励
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
著
者
が
皐
術
論
文
を
夜
表

し
た
の
は一

九
三
五
、
六
年
頃
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
爾
来
半
世
紀
近
く
の

開
に
書
か
れ
た
論
文
の
数
は
頗
る
多
い
。
本
書
に
は
そ
う
し
た
論
文
が
殆
ど
網

羅
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
木
奮
は
す
べ
て
四
十
三
篤
の
論
文
よ
り
成
る
。
そ
の
書
か
れ
た
年

代
は
最
も
古
い
の
が
一
九
三
五
年
、
最
も
新
し
い
の
が
七
九
年
で
あ
る
が
、
六

六
年
以
後
の
文
化
大
革
命
の
時
期
十
徐
年
間
の
も
の
は
全
く
な
い
。
殆
ど
は
既

に
活
字
に
し
て
設
表
さ
れ
た
も
の
で
、
原
稿
の
完
成
し
た
年
月
日
や
掲
載
さ
れ

た
誌
名
と
そ
の
夜
行
年
月
な
ど
が
各
論
文
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「
関
子
線
網
之
路
」
や
「
《
明
史
》
讃
校
拾
零
」
の
諸
篇
は
末
尾
に
何
の
注
記

も
な
い
か
ら
、
今
回
初
め
て
登
表
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
ま
え
が
き
に

よ
る
と
、
こ
の
校
記
は
標
貼
本
『
明
史
』
の
校
印
前
に
作
っ
た
の
で
、
が
ん
ら

い
百
柄
本
の
頁
数
に
よ
っ
て
い
た
が
、
い
ま
便
宜
を
考
え
標
貼
木
の
頁
数
に
改

め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
か
ね
て
箆
底
に
蓄
え
で
あ
っ
た
も
の
と
恩
わ

れ
る
。
四
十
三
篇
の
論
文
中
最
も
分
量
の
多
い
の
が
こ
れ
で
四
十
四
頁
あ
る
。

そ
の
他
三
十
頁
に
達
す
る
の
が
二
篇
あ
る
が
、
中
十
数
以
上
は
十
頁
以
下
の
短
篇

で
、
『
人
民
臼
報
』
や
『
光
明
日
報
』
な
ど
の
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
僅
か

二
、
三
頁
の
も
の
も
ま
ま
あ
る
。
そ
し
て
既
設
表
の
論
文
で
も
若
干
修
正
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
掲
載
誌
が
容
易
に
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る

の
で
、
い
ま
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
有
難
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
L
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
或
る
問
題
に
つ
い

て一

貫
し
て
論
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。
四
十
三
篇
の
論
文
は
何
の
区
切
り
も

な
く
排
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
目
次
に
よ
る
と
そ
の
標
題
は
な
い
け
れ

ど
も
六
つ
の
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
剣
る
。
ま
ず
第

一
の
部
門
は
清

代
史
関
係
の
も
の
で
、
す
べ
て
十
六
篤
か
ら
成
る
。
衣
は
歴
史
地
理
に
関
す
る

も
の
で
、
「
愛
護
冗
之
地
笠
輿
針
音
」
「
《隔
書
・
西
域
侮
》
附
図
之
地
整
輿
制
型
日
」

「《
惰
書

・
西
域
停
》
薄
縁
夷
之
地
撃
輿
船
型
日
」
「
関
子
古
地
理
皐
」
「
歴
史
上

的
入
濃
逼
道
」
「
関
子
線
網
之
路
」
「
明
清
的

4

爾
京
ク
」
「
関
子
我
園
古
代
的

石
油
記
載
」
の
八
篇
で
あ
り
、
衣
は
史
籍
や
史
料
に
闘
す
る
も
の
で
、
「
中
園

古
代
史
籍
的
分
類
」
「
中
図
的
俸
記
文
」
「
史
料
準
教
察
内
容
的
初
歩
鐙
曾
」

「《張
文
裏
書
翰
築
費
》
政
」「
《
明
末
農
民
起
義
史
料
》
序
」
「
歴
史
科
回
目
干
是
従

争
鳴
設
展
起
来
的
」
の
六
篇
で
あ
り
、
次
は
歴
史
上
の
問
題
や
人
物
の
解
稗
、

許
債
に
関
す
る
も
の
で
、
「
関
子
徐
一
袈
《
織
工
針
》
」
「
関
子
曹
操
」
「
関
子
清

。。
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官
」
「
良
民
起
義
和
一仰
泌
宗
教
的
関
係
」
の
凶
筋
で
あ
り
、
次
は
書
誌
や
校
記

に
関
す
る
も
の
で
、

「杭
世
駿

《
一
一
一
因
志
補
注
》
間
関
越
一
清

《
三
園
志
注
補
》
」

「《
張
穆
月
粛
集
》
稿
木
」

「《
明
史
》
讃
校
拾
零
」
の
一
一
一
篇
で
あ
り
、
最
後
は

削
学
者
の
追
悼
記
や
序
践
で
、

「
孟
心
史
先
生
晩
年
著
述
述
略
」

「《
悟
魚
語
文
論

者
甲
集
》
序
」
「
悼
念
羅
常
培
先
生
」
「
有
察
力
、
有
能
力
、
有
線
力
的
歴
史

準
家
」
(
臭
拾
の
追
悼
記
)
「
《
蓮
華
品
開
書
道
集
》
序
」
「
四
川
柴
山

《
重
修
凌

雲
寺
記
》
拓
本
政
」
の
六
篇
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
題
目
を

一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、

著
者
の
間
半
間
研
究
の
針
象
は
庚

く
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
全
径
四
百
六
十
六
頁
の
半
数
に
近
い
二
百
四

頁
を
占
め
る
の
が
清
代
史
に
関
す
る
第

一
の
部
門
で
あ
る
。
私
に
課
せ
ら
れ
た

批
評
と
紹
介
も
そ
こ
に
あ
る
か
と
思
い
、
以
下
専
ら
こ
の
部
門
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。

郷
天
挺
氏
に

『清
史
探
徽
』
と
い
う
単
行
本
の
著
書
の
あ
る
こ
と
は
、
夙
く

『昭
和
二
十

一
年
歪
二
十
五
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
』

(一

O
O頁
)
に

著
録
さ
れ
て
お
り
、

一
九
四
六
年
六
月
夜
行
の
『
図
書
季
刊
』
新
第
七
を
第
一

・
二
期
(
七

O
頁
)
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
の
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
質
際
に

は
容
易
に
見
ら
れ
な
い

い
わ
ば
幻
の
書
物
で
あ
っ
た
。
私
は
二
十
徐
年
前
に
、

米
園
で
こ
の
書
物
を
見
ら
れ
た
坂
野
正
高
氏
よ
り
、
そ
の
内
容
を
教
え
て
頂
い

た
か
と
記
憶
す
る
。
そ
の
後
一
九
六
三
年
の
初
夏
の
候
、
私
自
身
も
米
園
へ
出

か
け
た
際
、
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
の
図
書
館
で
初
め
て
現
物
を

手
に
し
て
柳
か
興
奮
を
究
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
は
一
九
四
六
年
一
月
に

重
慶
の
濁
立
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
目
次
の
直
ぐ
後
に
記
さ

れ
て
い
る
ま
え
が
き
の
末
尾
に
「
中
華
民
闘
三
十
四
年
四
月
十
二
日
長
築
制
御
天

挺
書
於
昆
明
旋
花
巷
公
舎
之
及
時
賀
、
翌
展
開
美
園
経
斯
一
耐
総
統
於
其
日
逝

世
、
郎
以
此
書
潟
之
紀
念
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
二
次
大
識
の
極
く
末
期
に

昆
明
で
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
奥
附
に
よ
る
と
白
紙
本
と
湖
陽
紙
本
の

二
種
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
エ
ン
チ
ン
の
蔵
本
は
出
版
嘗
時
の
困
難
な
情
勢
を

反
映
し
て
い
て
、
そ
の
頃
日
本
で
も
使
わ
れ
て
い
た
仙
花
紙
の
よ
う
な
極
め
て

粗
末
な
用
紙
で
あ
る
。
そ
の
た
め
裏
面
の
文
字
が
透
け
て
甚
だ
讃
み
難
い
代
物

で
、
複
宙
局
す
る
と
表
裏
の
文
字
が
重
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
頁
も
あ
る
。
と
も

か
く
戦
中
か
ら
戦
争
直
後
に
か
け
て
重
慶
で
出
版
さ
れ
た
書
物
は
日
本
に
殆
ど

入
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、

『清
史
探
微』

は
奥
崎
氏
の

『
朱
元
海
市
開
』
の
前

身
の

『
由
借
鉢
到
由E
権
』
や

『
明
太
祖
』
な
ど
と
共
に
エ
ン
チ
ン
の
図
書
館
で

見
た
最
も
興
味
あ
る
書
物
で
あ
っ
た
。

さ
て
今
回
新
た
に
刊
行
さ
れ
た

『
探
微
集
』
の
第
一
の
部
門
で
あ
る
清
代
史

関
係
の
論
文
は
衣
の
通
り
で
あ
る
。

ω「清
入
関
前
満
洲
族
的
社
曾
性
質
」

ω「
清
入
関
前
満
族
的
社
舎
性
質
綴
探
」

ゆ
「
直例
代
白
書
且
之
氏
族
輿
血
系
」

ω「
満
洲
入
関
前
後
幾
種
雄
俗
之
繁
遷
」

同
「
清
代
包
衣
制
度
輿
宣
官
」

制
「
多
一
雨
表
格
白孟
父
之
由
来
」

仰
「
田
沼
劫
根
王
考
」

ω
「
標
。
阿
璃
主
少
」

制
「
多
爾
衰
輿
九
王
爺
」

帥
「
清
史
語
解
」

帥
「

4

北
京
馬
掛
ρ

是
什
鹿
?
」

同
「
清
世
租
入
関
前
章
奏
程
式
」

帥
「
清
代
的
八
旗
兵
和
線
笹
丘
(
」

帥
「
馬
穫
遜
父
子
」

A
守
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帥
「
宋
景
詩
起
義
文
献
初
探
」

帥
「
辛
丑
倹
約
輿
所
謂
使
館
界
」

以
上
十
六
篇
の
内

ωωωω
判
例
制
仰
の
七
篇
は
『
清
史
探
徴
』
に
牧
録
さ
れ
て

い
る
。
帥
は
「
清
史
語
解
」
の
題
名
の
も
と
に
「
一
斉
下
痢
恰
番
」

(
E
E
E
S

E
Pロ
)
を
は
じ
め
十
八
箇
の
満
洲
語
の
官
職
名
や
格
競
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
清
史
探
徴
』
で
は
そ
の
内
の
「
土
黒
勅
威
勤
」

(
Z
Z
3

4
2
H
-
o
)
、
「
礼
爾
固
湾
」
(
守
『
阿
国
円
。
、
「
巴
牙
別」

(
Z
3
3
)、
「
巴
園
魯
」

(
Z
Z
E
)、
「
巴
克
什
」

(
Z
E
C
に
つ
い
て
、
「
緯
何
々
」
と
獄
立
し
た
論
文

五
篇
と
し
て
載
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
残
り
の
十
三
語
は
今
回
新
た

に
追
加
さ
れ
た
未
愛
表
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
問
題
の
満
洲
語
は
漢
字
で
表
示

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ロ
ー
マ
字
も
記
さ
れ
て
い
れ
ば
満
洲
語
の
知
識

の
な
い
人
に
も
便
利
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
他
『
清
史
探
徽
』
に
牧
録
さ
れ

て
い
な
い
八
篇
は
、

M
W
が
戟
前
一
九
三
六
年
に
設
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
を

除
い
て
、
す
べ
て
人
民
共
和
園
成
立
以
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
も

早
い
の
が
帥
の
一
九
五
一
年
、
最
も
新
し
い
の
が

ωの
七
九
年
で
あ
る
。

な
お
十
六
篇
の
中
で
最
後
に
排
列
さ
れ
て
い
る
三
篇
は
、
い
ず
れ
も
一
九
五

0
年
代
に
設
表
さ
れ
た
近
代
史
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
凶
は
十
九
世

紀
前
半
に
活
躍
し
た
宣
教
師
の
ロ
パ

l
ト
・
モ
リ
ソ
ン
(
閉
山
o
Z
ユ
Y
A
2

ユ臼
O

ロ)

と
そ
の
長
子
ジ
ョ
ン

C
o
Z〉
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
同
は
一
八
六
一
年
の
農
民

蜂
起
の
指
導
者
宋
景
詩
の
行
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
『
明
末
農
民

起
義
史
料
』
な
ど
北
京
大
祭
文
科
研
究
所
で
編
輯
し
た
「
明
清
史
料
叢
書
」
の

編
者
で
あ
る
が
、
帥
の
論
文
は
こ
の
叢
書
の
第
三
種
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
宋

景
詩
史
料
』
(
後
に

『
宋
景
詩
起
義
史
料
』
と
改
む
〉
の
設
表
以
前
に
書
か
れ

た
と
い
う
。
帥
は
辛
丑
和
約
第
七
僚
に
よ
る
公
使
館
匿
域
の
設
定
に
つ
い
て
述

べ
、
新
中
園
の
成
立
と
共
に
外
園
に
輿
え
た
特
擦
を
回
牧
し
た
こ
と
に
読
き
及

ん
で
い
る
。
こ
の
三
篇
以
外
の
十
三
篇
は
す
べ
て
清
代
の
満
洲
人
関
係
、
そ
れ

も
多
く
は
入
関
前
後
の
初
期
の
歴
史
上
の
問
題
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

著
者
は
一
九
三

0
年
代
よ
り
最
近
に
至
る
ま
で
、
終
始
こ
の
方
面
の
問
題
に
関

心
を
抱
い
て
研
究
を
績
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

著
者
が
最
初
に
世
に
問
う
た
清
初
史
に
闘
す
る
研
究
成
果
は
、
一
九
三
六
年

一
一
一
月
二
十
六
日
の
『
天
津
盆
世
報
』
の
「
讃
書
周
刊
」
に
掲
載
さ
れ
た
悼
の
論

文
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
容
親
王
ド
ル
ゴ

ン
に
つ
い
て
関
心
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

ω例
制
の
三
篇
は
い
ず
れ
も
ド
ル
ゴ
ン
に
関
す
る
も
の
で
同
じ
年
に
相
次
い
で

書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
伺
で
は

Z
S
F
2
F
O
ω
ヨ
ω
耳
目
聞
の
ロ
ー
マ
字

と
そ
の
満
洲
文
字
な
ど
、

M
W
で
は
玄
司
問
。
口
当

E
m
の
ロ
ー
マ
字
と
そ
の
満

洲
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
極
く
僅
か
の
単
語
を
翠
げ
た
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど

も
、
満
洲
語
を
直
か
に
用
い
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
丁
度
そ
の
頃
は
中

園
に
お
い
て
李
徳
啓
氏
等
に
よ
っ
て

『
満
文
老
楢
』
や
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
い

わ
ゆ
る
「
原
楢
」
に
注
意
が
梯
わ
れ
、
満
洲
語
の
研
究
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で

あ
る
が
、
著
者
も
満
洲
語
を
勉
強
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
川
仰
の
論
文

は
が
ん
ら
い
「
多
爾
衰
穏
自
主
父
之
臆
測
」
の
題
目
で
北
京
大
皐
の
『
園
皐
季

刊
』
第
六
巻
第
一
期
(
一
九
三
七
)
に
掲
載
さ
れ
、

『
清
史
探
徽
』
に
も
収
録

さ
れ
た
が
、

今
回
「
臆
測
」
は

「
由
来
」
と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
『
園
象
季

刊
』
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
「
清
順
治
五
年
十
一
月
十
一
日
草
思
大
赦
詔
」
と

「
清
叔
父
居間
政
王
賓
之
鈴
本
」
の
闘
版
二
葉
は

『清
史
探
徴
』
で
も
本
書
で
も

省
か
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
ド

ル
ゴ
ン
の
皇
父
誠
政
王
と
い
う
格
競
に
つ
い
て

は
、
古
く
か
ら
そ
の
解
穫
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
読
が
あ
る
。
最
近
で
は
萎
湾

大
患
の
陳
捷
先
氏
が
こ
の

『
園
祭
季
刊
』
所
載
の
鄭
氏
の
論
文
を
も
参
照
し
て

さ
ら
に
そ
の
設
を
設
展
さ
せ
、
「
多
爾
衰
祷
皇
父
掻
政
王
研
究
」
と
い
う
論
文

を
『
故
宮
文
献
』
第
一
巻
第
二
期
(
一
九
七

O
〉
に
褒
表
し
て
い
る
こ
と
を
申
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し
添
え
て
お
き
た
い
。

次
に
例
の
論
文
は
、
ド
ル
ゴ
ン
が
九
王
と
か
九
王
爺
と
か
呼
ば
れ
た
理
由
を

考
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
ご
九
三
六
年
十
一
月
十
六
日
北
卒
奮

作
、
一
九
四
四
年
凶
月
二
日
改
訂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
清
史
探
徽
』
に

蚊
録
さ
れ
る
以
前
、
一
九
三
六
年
に
初
稿
が
で
き
た
蛍
時
に
愛
表
さ
れ
た
の
か

否
か
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
我
が
園
の
岡
田
一
勉
氏
に
も
「
容
親
王
多
爾
袈

九
王
の
意
義
」
と
い
う
全
く
同
じ
問
題
を
扱
っ
た
論
文
が
あ
り
、
一
九
三
七
年

十
二
月
夜
行
の

『湖
洲
皐
報
』
第
五
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
「
昭

和
十
二
年
五
月
二
十
七
日
稿
」
と
あ
る
か
ら
、
園
田
氏
の
方
が
半
年
ば
か
り
後

れ
て
原
稿
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
郷
氏
の
所
設
を
参
照
し
た
形
跡
は
全
然

な
い
。
日
中
雨
閣
の
研
究
者
が
期
せ
ず
し
て
殆
ど
同
じ
時
期
に
同
じ
問
題
に
つ

い
て
考
究
し
て
い
た
わ
け
で
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
園
田
氏
が
ヌ
ル
ハ
チ
の

男
児
十
六
人
の
み
に
つ
い
て
、
十
四
男
の
ド
ル
ゴ
ン
が
九
番
目
と
な
る
順
位
を

解
こ
う
と
す
る
の
に
針
し
、
制
則
氏
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
弟
シ
品
ル
ガ
チ
の
男
児
を
も

含
め
て
考
え
て
い
る
。
な
お
問
題
が
残
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
基
本
的
に
ヌ
ル

ハ
チ
、
シ
ュ
ル
ガ

チ
爾
者
の
男
児
を
合
わ
せ
て
序
列
を
考
え
る
郷
氏
の
設
は
卓

見
と
い
う
べ
き
で
賛
成
で
あ
る
。
な
お
右
の
三
筋
よ
り
三
、
四
年
後
れ
て
成
っ

た
附
の
論
文
は
僅
か
三
頁
足
ら
ず
の
小
篇
で
あ
る
が
、
や
は
り
ド
ル
ゴ
ン
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
エ
ズ

ス
曾
土
の
書
簡
や
著
作
に
み
え
る

〉
自
白
〈
自

や

〉
日
ω毛

g
m
が
ド
ル
ゴ
ン
を
指
す
こ
と
を
論
歪
し
、
川
仰
や
仰
と
同
じ
く
満
洲
文

字
を
挿
入
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
刷
の
論
文
の
末
尾
に
ご

九
四
O
年
十
一
月
十
七
日
昆
明
旋
花
巷

雨
中
、
時
離
北
卒
三
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
著
者
は
一

九
三
七
年
七
月
麓
溝
橋

事
件
。か
勃
渡
し、

日
中
戦
争
に
突
入
す
る
と
、

北
京
を
去
っ
て
雲
南
の
昆
明
に

移
っ
た
。
帥
は
昆
明
に
お
け
る
清
代
史
関
係
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
。
つ
い
で

『
清
史
探
徴
』
の
中
核
を
な
す

ωωω
の
論
文
や
帥
の

一
部
が
、
四
三
年
か
ら

四
五
年
に
か
け
て
や
は
り
昆
明
で
執
筆
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
戟
争
末
期
の
最
も

困
難
な
時
期
に
お
け
る
疏
開
先
で
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
品
適
時
の
情
況
か
ら
す

れ
ば
、
昆
明
で
利
用
で
き
る
文
献
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
こ

れ
ら
の
論
文
か
ら
窺
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
最
も
基
本
的
な
史
籍
で
あ
る
清
朝
の

貫
録
に
し
て
も
、
故
宮
博
物
院
文
献
館
か
ら
鈎
印
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
漢
文

の
『
清
太
租
武
皇
帝
管
見
恰
奇
貫
録
』
が
唯
一
の
も
の
で
、
専
ら
王
先
譲
の

『
東
華
録
』
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

『皇
朝
文
献
遁
考
』
と
か
『
清
史

稿
』
な
ど
極
く
普
通
の
書
物
が
多
い
。
『
大
清
禽
地
ハ
』
は
乾
隆
纂
修
の
も
の
、

『
大
清
舎
典
事
例
』
は
光
絡
纂
修
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
纂
修
年
代
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
た
だ
あ
り
ふ
れ
た
一
般
的
な
書
物
で
も

巧
み
に
利
用
し
て
お
り
、
例
え
ば
蒋
良
駅
の

『
東
華
銭
』
に
は
あ
っ
て
も
王
氏

の
や
質
録
に
は
み
え
な
い
順
治
十
八
年
四
月
の
紅
木
の
記
事
を
、
同
の
土
窯
勅

威
勤
の
説
明
に
引
用
し
て
い
る
(
一
三
九
頁
)
な
ど
流
石
に
と
感
心
す
る
。

い
っ
た
い
北
方
民
族
の
祉
舎
内
部
の
賀
態
や
風
習
な
ど
を
考
え
る
に
は
、
漢

文
史
料
で
は
限
度
が
あ
る
の
で
、
そ
の
固
有
の
言
語
で
書
か
れ
た
史
料
が
重
要

で
あ
る
。
清
朝
の
場
合
は

幸
い
満
洲
語
で
書
か
れ
た
盟
富
な
史
料
が
残
存
す

る
。
す
な
わ
ち
『
満
文
老
櫨
』
や
『
奮
満
洲
稽
』
を
は
じ
め
『
満
洲
貫
録
』
や

尚
文
の
『
清
太
租
武
皇
帝
寅
録
』
な
ど、

今
日
で
は
原
文
が
景
印
ま
た
は
ロ
ー

マ
字
椋
鳥
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
外
、
翻
謬
ま
で
出
て
い
る
。
ま
た
漢
文

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
尚
文
の
直
諜
健
に
近
い

『
清
太
宗
貫
録
』
の
順
治
初
纂
本

が
、
華
北
の
故
宮
博
物
院
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
他
、
満
文
の
槌

案
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
出
現
し
て
い
る
。
嘗
時
と
し
て
は
致
し
方
な
か
っ

た
の
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
満
文
史
料
に
よ
っ
て
再
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
多

多
あ
る
と
思
う
。
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し
か
し
そ
う
し
た
史
料
的
に
窓
ま
れ
な
い
漫
境
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
、
著

者
は
『
東
華
録
』
や
『
清
史
稿
』
な
ど
を
貧
に
丹
念
に
諌
ん
で
、
歴
史
的
に
重

要
な
問
題
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。

ωの
論
文
で
は
古
く
か
ら
諸
説
の
あ
る

満
洲
の
格
競
、
愛
新
発
羅
姓
の
由
来
に
つ
い
て
濁
自
の
設
を
提
起
し
た
り
、
清

初
の
政
治
に
活
躍
す
る
修
氏
が
漢
人
で
あ
る
こ
と
を
論
設
し
た
り
、
清
初
の
逼

婚
政
策
や
選
秀
女
の
制
を
考
察
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
川
刊
の
論
文
で
は
女
同
県

の
醤
俗
で
あ
る
捕
魚
狩
磁
の
行
事
、
盟
誓
の
際
の
祭
告
、
堂
子
の
祭
矢
、
喪
葬

や
殉
死
、
婚
嫁
の
風
習
、
薙
髪
や
衣
冠
な
ど
清
初
に
お
け
る
各
種
の
躍
俗
と
そ

の
繁
革
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
し
て
努
革
は
政
令
の
強
制
に
よ
る
の
で
な
く
文
化

の
自
然
融
和
で
あ
る
と
結
論

.‘つ
け
て
い
る
。
な
お
包
衣
制
度
は
清
朝
史
上
の
重

要
な
問
題
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
徐
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
が
、
川
仰
の
論
文
は

そ
れ
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
包
衣
の
性
質
、
渡
生
、
来
源
、
組
織
な
ど
を

概
観
し
た
後
、
入
開
後
に
お
け
る
包
衣
と
宣
官
の
闘
争
を
論
じ
て
い
る
。
周
知

の
よ
う
に
上
三
旗
包
衣
に
よ
っ
て
内
務
府
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在

北
京
の
第
一
歴
史
檎
案
館
に
磨
大
な
内一
務
府
捲
案
。
か
残
存
し
て
い
る
の
を
み
る

に
つ
け
、

今
後
そ
の
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
中
華
人
民
共
和
園
の
成
立
後
は
清
初
史
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

一九

六
二
年
に
な
っ
て

ωの
論
文
が
護
表
さ
れ
た
。
中
園
の
歴
史
皐
界
で
は
時
代
区

分
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
も
入
関
前
の
満
洲
族
社
舎
が
奴
隷
制

か
封
建
制
か
と
い
う
貼
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
六
一
六

年
に
ヌ
ル
ハ
チ
が
建
て
た
の
は
封
建
制
政
権
で
、
骨
同
時
満
洲
族
は
す
で
に
封
建

祉
禽
に
進
入
し
て
い
た
と
は
い
え
な
お
封
建
制
の
初
期
で
あ
り
、
そ
の
封
建
化

は
以
後
次
第
に
深
化
上
昇
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
載

後
我
が
皐
習
院
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
李
朝
貫
録
』
の
縮

印
本
に
よ
っ
て
明
代
女
員
の
祉
舎
経
済
に
関
す
る
史
料
を
抽
出
引
用
し
て
い
る

外
、
藤
岡
勝
二
(
藤
岡
を
藤
田
と
誤
っ
て
い
る
〉
氏
の
『
櫛
文
老
稽
』
の
日
本

語
誇
や
今
西
春
秩
氏
の
『
浦
和
針
誇
満
洲
貫
録
』
を
新
た
に
利
用
し
、
満
洲

語
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後
『
南
関
大
皐
皐
報
』
一

九
七
九
年
第
四
期
に
妥
表
さ
れ
た

ωの
論
文
で
は
、

ωの
論
旨
を
さ
ら
に
進
展

強
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
入
関
前
の
満
洲
族
の
生
産
と
枇
禽
情
況
に
つ

い
て
の
史
料
を
列
傘
し
、
次
に
ヌ
ル
ハ
チ
の
建
園
前
の
思
想
意
識
が
封
建
領
主

の
範
圏
に
属
す
る
こ
と
を
論
じ
、
柏
崎
線
江
下
流
域
の
寛
旬
六
笠
の
地
に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
「
棄
地
陥
虜
」
の
事
貨
か
ら
、
ヌ
ル
ハ
チ
が
政
権
を
建
て
た
時
に
は

満
漢
爾
族
人
民
が
東
北
地
方
に
雑
居
し
て
久
し
く
な
る
こ
と
を
説
き
、
彼
が
最

初
建
て
た
の
は
封
建
制
園
家
の
政
様
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
論
文
で
特
に

目
新
し
い
の
は
、
我
々
が
謬
出
し
た
東
洋
文
庫
刊
行
の

『満
文
老
檎
』
が
大
い

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
『
満
文
老
檎
』
に
つ
い
て
著
者
は

「
漢
文
-
謀
本
は
己
に
完
成
し
て
い
る
が
、
私
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。
・
・
・
藤
田

勝
二
誇
本
は
今
回
は
用
い
な
か
っ
た
。
金
梁
誇
本
に
至
つ
て
は
参
考
に
し
な
か

っ
た
」
〈
一
七
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
漢
文
誇
本
と
は
目
下
北
京
の
第
一
歴

史
檎
案
館
や
中
園
社
曾
科
皐
院
歴
史
研
究
所
で
作
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
と
も
か
く
我
々
の
謀
本
に
は
原
文
を
ロ
ー
マ

字
に
描
特
薦
し
て
載
せ
て
い
る
の
で
、
木
論
文
で
は
問
題
の
用
語
に
漢
詩
と
共
に

原
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
ロ
ー
マ
字
に
添
加
す
る
特
殊
な
記
放
が
ま
ま
脱

落
し
て
い
る
な
ど
、
若
干
不
備
な
貼
が
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

清
初
の
満
洲
族
社
舎
に
お
け
る
身
分
な
ど
を
表
わ
す
語
の
解
稗
に
つ
い
て

は
、
従
来
い
ろ
い
ろ
の
設
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ジ

ュ
シ
ェ
ン
(
古如何ロ
〉

や
ア
ハ
(
与
乙
な
ど
は
最
も
論
議
が
多
く
、
古
く
は
鴛
淵

一
・
戸
田
茂
喜
雨

氏
の
「
ジ
ュ
セ
ン
の
一
考
察
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
巻
第
一
一
読
)
、
最
近
で

は
石
橋
秀
雄
氏
の
「
清
初
の
社
合
同
1
l
と
く
に
ジ
ュ
シ
ェ
ン
に
つ
い
て

l
L
ハ『江
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上
波
夫
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
歴
史
篇
』
)
と
い
う
専
ら
ジ
ュ
シ
ェ
ン
を
問
題

に
し
た
論
文
さ
え
あ
る
。
鄭
氏
は

ωで
は
い
と
も
簡
単
に
ジ
ュ
シ
ェ
ン
を
奴
隷

と
し
(
六
頁
)
、
ア
ハ
と
「
意
義
相
同
じ
く
互
用
す
る
も
の
」
(
八
頁
)
と
み
て

い
る
が
、
普
通
ア
ハ
を
奴
隷
、
ジ
ュ
シ
-
ン
を
殺
民
と
-議
し
て
い
る
我
が
薗
の

考
え
方
と
は
甚
だ
異
る
。

ωで
は
『
武
皇
帝
貫
録
』
に
民
と
あ
る
の
を

『満
文

老
機
』
で
は
ジ
ュ
シ
占
ン
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
(
二
九
頁
)
に
す
ぎ
な

い
の
で
、
そ
の
員
意
を
測
り
か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
な
お
検
討
す
る
徐

地
が
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
我
が
園
に
は
右
記
の
諸
氏
の
外
に
、
満
洲
族
の
社
舎
や
経

済
な
ど
に
闘
す
る
研
究
が
戦
前
か
ら
た
く
さ
ん
あ
る
。
い
ま
め
ぼ
し
い
単
行
本

だ
け
を
穆
げ
て
み
て
も
、
周
藤
士
口
之
氏
の

『
清
代
満
洲
土
地
政
策
の
研
究
』
や

『清
代
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』、
三
田
村
泰
助
氏
の
『
清
朝
前
史
の
研
究
』
、
安
部

健
夫
氏
の

『
清
代
史
の
研
究
』
な
ど
の
大
著
が
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
成
果
が

中
閣
の
摩
界
で
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
、
三
年
の
問
、
中
園
で
は
新
進
の
研
究
者
に
よ
る
清

初
史
閥
係
の
論
文
が
し
き
り
に
摩
舎
誌
を
賑
わ
し
て
い
る
し
、
新
し
い
満
文
楢

案
な
ど
も
夜
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
最
近
、
日
中
南
園
聞
の
摩
術
交
流

は
頓
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
り
、
製
方
の

清
初
史
の
研
究
が
一
段
と
進
展
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ

る。

一
九
八

O
年
六
月

筆
書
局

A
5
版

北

京

中

四
六
六
頁

旬。
F
E
同州・

司
巳
同
-
F
m
E
r
静

岡
回
向
田

F
E
貝
唱
世田
句
。
窓
口
問

(。
円四国
-
Y

同
4HW
骨
内

as~vz
b
yw同
な
き
『
柄、司、

町
、M
E
a-明、。
~53司
H
H
H

』いえ
崎
町
、2
a

q
(
H
A
明
。
。
l

H
M
W
M
lH
)
・
同
》

a

z

hw-

ヨ
シ
ュ
ア
・

A
・
フ
ォ

l
ゲ
ル

『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
の
第
一
一
巻
は
、
最
終
的
に
一
五
を
と
な
る
橡

定
の
概
括
的
な
中
園
史
の
第
三
回
配
木
で
あ
る
。
第
一
回
配
本
は
一

九
七
八
年

に
出
た
第
一

O
各

(
『
東
洋
史
研
究
』

一一一八|一一一の
書
評
参
照
)
で
、
一
九
七

九
年
に
は
陪
唐
代
を
扱
っ
た
第
三
容
が
績
い
て
出
た
。
三
冊
目
が
今
回
世
に
出

た
の
だ
が
、
す
で
に
一

O
年
以
上
も
か
か
っ
て
い
る
こ
の

E
大
な
プ
ロ
ジ
ご
グ

ト
の
全
鐙
を
見
ら
れ
る
の
は
、
ず
っ
と
先
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
分
で
は
、
全

径
が
揃
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
新
し
い
研
究
に
よ

っ
て、

そ
れ
ら
の
改
訂
と

『。
新
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
の
編
纂
事
業
の
開
始
と

が
徐
儀
な
く
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

第
一
一
各
は
第
一

O
谷
の
姉
妹
篇
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
。
一
八

O
O年
か

ら
一
九
一
一
年
に
及
ぶ
様
々
な
主
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
年
代
的
に
は
、
第
一

O
各
の
内
容
の
多
く
は
第
一
一
巻
よ
り
も
早
い
時
期
を
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

辛
亥
革
命
で
日
本
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
第
六
章
を
除

い
て
は
、
本
各
の
三
分
の
一
は
現
在
ま
で
の
英
米
雨
閣
に
お
け
る
中
園
祭
の
得

意
な
分
野
で
あ
る
封
外
関
係
に
費
さ
れ
て
い
る
。
第
一
一
巻
は
第
一

O
巻
よ
り

も
は
る
か
に
康
く
四
筒
園
か
ら
な
る
園
際
的
皐
者
陣
を
揃
え
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
大
部
な
概
設
で
も
な
お
、
何
か
重
要
な
も
の
が
歓
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
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